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 部 報 第１３６号    
平成２７年３月２５日 

(公財)全国高体連卓球専門部 

 

【平成２６年度 (公財)全国高等学校体育連盟卓球専門部第２回理事会 議事録】 

 

    日  時   平成２７年３月２５日(水)  ９：００～１１：００ 

    会  場   高松市総合体育館 

出 席 者 

 

 

 

後藤泰之 

関川治郎 

千村正純 
川村光男 

初田泰宏 

武田和久 

藤崎武司 

丸山茂樹 

小坂信彦 

河野正和 

田中正一 
塚田博文 

安西弥一郎 
堀内安宏 

島富義之 

塩見卓生 

蓑島尚信 

宗片信一 
下川和男 

 

宮澤和彦 

藤井 祐 

藤井 健 

(以上２２名) 

                                                                                           
１  あいさつ 

  （１）(公財)全国高等学校体育連盟卓球専門部 部長                         後 藤 泰 之 

  （２）香川県高等学校体育連盟卓球専門部部長 部長                        金 﨑 正 久 

 

２  協議事項 

  （１） 第１号議案 平成２６年度決算(案)承認の件                    堀 内 副理事長 

・3月3日 時点での報告。 

・収入については、ほぼ予定通りであった。 

・各部署で経費削減の努力をしていただいた。 
・目標繰越額200万円を割り込まないようにしたい。 

 

※承認 

 

  （２） 第２号議案 平成２７年度事業計画(案)承認の件 

    ア 平成２７年度全国高校総体・第８４回全国高校選手権大会(大津市) 

① 実行委員会より                                            堀 内 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

・平成27年8月9日(日)～14日(金) に滋賀県立体育館で開催。 
・開会式は、大津プリンスホテルで開催し、選手入場行進も行う。 
・協賛企業は現段階で、ＪＴＢ、マイナビ、カンコー学生服、P＆P浜松の４社。 

・実施要項の競技規定には、ゼッケンの大きさや図についての掲載を省略し、 
「（公財）日本卓球協会発行のゼッケンを背中に付けること」とする。 
・監督は役員章をつけること。 
・参加料は値上がりし、学校対抗40,000円、個人戦4,000円となる。 
・配宿センターのホームページ開設は4月中旬になる。 
・宿泊の代金は振り込みで申し込みが出来るようにする。 
・宿泊の請求書は、消費税を含んだ額とする。 
・タイムテーブルを次のように変更したい。 
・1日に行うのは、2種目以内とした。 
・3日目の男女学校対抗は午後に回し、4日目にシングルスの2回戦から行い、その後 

ダブルス4回戦以降を行う。 
・インハイTVを導入する。全国専門部ホームページに上げてある。 

・タイムテーブルをホームページに上げ、詳細記録、進行状況を確認できるようにする。 

 

※承認 
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② 大会役員･競技会役員編成(案)                      安 西 理事長 

・全国高体連理事全員が役職に就くこととする。 

・地元に負担がかかりすぎないように、一部を全国専門部から支出する。 

 

※承認 

 

③ 連続・通算表彰およびその他の表彰                       川 村 事務局員 

・資料の通り。 

・来年度は、受賞人数が多くなることが予想されるので、表彰方法を検討する。 

 
※承認 

 

    イ 平成２７年度第４３回全国選抜大会(郡山市)                武 田 委員長 

・平成28年3月25日(金)～28日(月) に郡山総合体育館で開催。 
・監督は役員章をつけること。 
・参加料は値上がりし、学校対抗40,000円、個人戦4,000円となる。 
 

※承認 

 

  （３） 第３号議案 平成２７年度予算(案)承認の件                      堀 内 副理事長 

・3月3日時点での報告。 

・昨年度より登録人数が増えたが、算出基準は例年通り。 

・繰越金200万円を確保したい。 

・「共通」はどの項目にも当てはまらないもの。26年度はあまり使わなかったので減額。 

・「各種競技普及事業」は財政が厳しいので全日本参加料負担を廃止して自己負担にする。 

登録還元金について、運用方法を再検討。 

 

 ※承認 

 

   （４） 第４号議案 委員会・事務局提案承認の件 

     ア 平成２７年度強化委員会事業計画(案)                     河 野 強化委員長 

・26年度春季合宿では選手を28名に増員したが、27年度春季合宿（郡山）もできれば 
選手人数を32名としたい。体育館のキャパシティによる。 

 

※承認 

 

    イ 規約・規定の改定(案)                                   武 田 副理事長 

・P30①第6条 文言整理（統理→統括）。 

・P31②第4条 (1)イ 希望枠ローテーション更新、(4)①練習会場台数、②出場校数を変更。 

・P32③第6条 (5)国際大会規定追加。評議委員会を経て28年度から適用。 
・P33④第3条 文言整理 

(カ抽選による決定を覆さない→カ最終決定はこれを覆すことはできない) 
 

※承認 
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３ 報告事項 

   （１） (公財)全国高体連関係・(公財)日本卓球協会関係                  小 坂 副部長 

・P34訂正「…今青春が動き出す」→「…今青春が走り出す」 
・日本卓球協会ＨＰリニューアル。 

・P36訂正 (2)3,600,000円→26,000,000円。 
・全日本選手権推薦数の変更 ダブルス ８組から４組 

 
   （２）平成２６年度全国高校選抜春季合宿                 河 野 強化委員長 

・資料の通り。 

 
  （３）平成２７年度全国高校選抜新人合宿                                河 野 強化委員長 

・期日は現時点で未定。（おそらくこの日程になるが、１週間後になる可能性もあり） 

 

   （４）平成２７年度全日学連・全国高体連合同合宿             河 野 強化委員長 

・資料の通り。 

 

    （５）全国開催地予定一覧                                                蓑 島 事務局長 

・27年度冬季合宿神奈川開催は平塚市。 

 

    （６）各ブロック大会予定一覧                                            蓑 島 事務局長 

・資料の通り。 

 

    （７）平成２７年度全国大会出場枠                                        川 村 事務局員 

・資料の通り。 

 

    （８）平成２７年度４月１日改定・実施の日本卓球ルール           宮 澤 副理事長 

・資料の通り。 

 

    （９）平成２７年度９月１日競技用服装ルール改定への対応                  宮 澤 副理事長 

・資料の通り。 

 

    （10）平成２７年度９月１日改定の日本卓球ルール                      宮 澤 副理事長 

・資料の通り。 

 

    （11）その他 

・ラバーの後加工について、ガスチェックはできないが厚さチェックはできるので監督会議で 
 再確認。 

 

 ４ 連絡事項                   
    （１） 平成２６年度第４２回全国高等学校選抜大会について           塩 見 委員長 

・公開抽選後、リーグ戦表をプリントアウトして配布。 

・4：15頃からセレモニー、インターネットで動画配信。 
 
    （２） 事務局より 

・高体連卓球専門部文書の書式を一太郎からワードに変更していく方向で。 
 


